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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を、前記ユーザーの識別データ
と対応付けて、記録しておく辞書データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と前記ユーザーの識別データとに基
づいて、前記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段に記録されている辞書データ
であって前記識別データに対応する辞書データから、「前記の入力もしくは送信された『
読み』」に対応する「語句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の
候補」を、選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と
、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項２】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「複数
のユーザーの端末側からそれぞれ入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又
は、その語句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだ
けでなく、中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を、前記各ユーザー
に関する属性データ（各ユーザーが希望する属性データ若しくは各ユーザー自身の属性デ
ータであって、前記各ユーザー側から入力もしくは送信された、前記サーバー側が取得し
た、又は前記サーバー側が予め記録していた、属性データ）と関連付けて、記録しておく
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辞書データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と前記或るユーザーに関する属性デ
ータとに基づいて、前記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段に記録されている
辞書データから、「前記の入力もしくは送信された『読み』」に対応し且つ前記属性デー
タに適合する「語句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の候補」
を、選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項３】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「複数
のユーザーの端末側からそれぞれ入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又
は、その語句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだ
けでなく、中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を、前記各ユーザー
若しくはそのユーザーが入力する内容に関する『分野、分類、もしくはカテゴリ』（前記
各ユーザーによる入力作業もしくは入力内容に関する又は前記各ユーザーが希望する『分
野、分類、もしくはカテゴリ』であって、前記各ユーザー側から入力もしくは送信された
、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録していた、『分野、分類、
もしくはカテゴリ』）と関連付けて、記録しておく辞書データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と前記或るユーザー若しくはその入
力内容に関する『分野、分類、もしくはカテゴリ』とに基づいて、前記のサーバー側に備
えられた辞書データ記録手段に記録されている辞書データから、「前記の入力もしくは送
信された『読み』」に対応し且つ前記『分野、分類、もしくはカテゴリ』に適合する「語
句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の候補」を、選択、抽出も
しくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項４】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を、
（ａ）前記ユーザーの識別データと対応付けて、
（ｂ）前記各ユーザーに関する属性データ（各ユーザーが希望する属性データ若しくは各
ユーザー自身の属性データであって、前記各ユーザー側から入力もしくは送信された、前
記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録していた、属性データ）と関連
付けて、又は、
（ｃ）前記各ユーザー若しくはそのユーザーが入力する内容に関する『分野、分類、もし
くはカテゴリ』（前記各ユーザーによる入力作業もしくは入力内容に関する又は前記各ユ
ーザーが希望する『分野、分類、もしくはカテゴリ』であって、前記各ユーザー側から入
力もしくは送信された、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録して
いた、『分野、分類、もしくはカテゴリ』）と関連付けて、
記録しておく辞書データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、
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「或るユーザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と、「（ａ）前記識別デ
ータ、（ｂ）前記属性データ、又は（ｃ）前記『分野、分類、もしくはカテゴリ』」とに
基づいて、
前記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段に記録されている辞書データから、
「前記の入力もしくは送信された『読み』」に対応し且つ「（ａ）前記識別データ、（ｂ
）前記属性データ、又は（ｃ）前記『分野、分類、もしくはカテゴリ』」に適合する「語
句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の候補」を、
選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項５】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を記録しておく辞書データ記録
手段と、
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）使用頻度データ記録手段であって、「
或るユーザーの端末側から入力もしくは送信された語句もしくは文章又はその読みについ
て、それを前記ユーザーがどれだけ頻繁に繰り返し使用もしくは入力したかを示す使用頻
度データ」を、前記ユーザーの識別データと対応付けて、記録しておく使用頻度データ記
録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と、前記ユーザーの識別データと、
「前記のサーバー側に備えられた使用頻度データ記録手段に記録されている使用頻度デー
タであって、前記ユーザーの識別データに対応する使用頻度データ」と、に基づいて、前
記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段から、「前記の入力もしくは送信された
『読み』」に対応する「語句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数
の候補」を、選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段
と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項６】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を記録しておく辞書データ記録
手段と、
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）使用頻度データ記録手段であって、「
複数のユーザーの端末側からそれぞれ入力もしくは送信された語句もしくは文章又はその
読みについて、それを各ユーザーがどれだけ頻繁に繰り返し使用もしくは入力したかを示
す使用頻度データ」を、前記各ユーザーに関する属性データ（各ユーザーが希望する属性
データ若しくは各ユーザー自身の属性データであって、前記各ユーザー側から入力もしく
は送信された、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録していた、属
性データ）と関連付けて、記録しておく使用頻度データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
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ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と、前記或るユーザーに関する属性
データと、「前記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段に記録されている使用頻
度データであって、前記属性データに対応する使用頻度データ」と、に基づいて、前記の
サーバー側に備えられた辞書データ記録手段から、「前記の入力もしくは送信された『読
み』」に対応する「語句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の候
補」を、選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項７】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を記録しておく辞書データ記録
手段と、
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）使用頻度データ記録手段であって、「
複数のユーザーの端末側からそれぞれ入力もしくは送信された語句もしくは文章又はその
読みについて、それを各ユーザーがどれだけ頻繁に繰り返し使用もしくは入力したかを示
す使用頻度データ」を、前記各ユーザー若しくはそのユーザーが入力する内容に関する『
分野、分類、もしくはカテゴリ』（前記各ユーザーによる入力作業もしくは入力内容に関
する又は前記各ユーザーが希望する『分野、分類、もしくはカテゴリ』であって、前記各
ユーザー側から入力もしくは送信された、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー
側が予め記録していた、『分野、分類、もしくはカテゴリ』）と関連付けて、記録してお
く使用頻度データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、「或るユー
ザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と、前記或るユーザー若しくはその
入力内容に関する『分野、分類、もしくはカテゴリ』と、「前記のサーバー側に備えられ
た使用頻度データ記録手段に記録されている使用頻度データであって、前記『分野、分類
、もしくはカテゴリ』と対応付けられた使用頻度データ」と、に基づいて、前記のサーバ
ー側に備えられた辞書データ記録手段から、「前記の入力もしくは送信された『読み』」
に対応する「語句もしくは文章又はその語句もしくは文章の１つ若しくは複数の候補」を
、選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項８】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を記録しておく辞書データ記録
手段と、
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）使用頻度データ記録手段であって、「
或るユーザーの端末側から入力もしくは送信された語句もしくは文章又はその読みについ
て、それを前記ユーザーがどれだけ頻繁に繰り返し使用もしくは入力したかを示す使用頻
度データ」を、
（ａ）前記ユーザーの識別データと対応付けて、
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（ｂ）前記各ユーザーに関する属性データ（各ユーザーが希望する属性データ若しくは各
ユーザー自身の属性データであって、前記各ユーザー側から入力もしくは送信された、前
記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録していた、属性データ）と関連
付けて、又は、
（ｃ）前記各ユーザー若しくはそのユーザーが入力する内容に関する『分野、分類、もし
くはカテゴリ』（前記各ユーザーによる入力作業もしくは入力内容に関する又は前記各ユ
ーザーが希望する『分野、分類、もしくはカテゴリ』であって、前記各ユーザー側から入
力もしくは送信された、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録して
いた、『分野、分類、もしくはカテゴリ』）と関連付けて、
記録しておく使用頻度データ記録手段と、
　ネットワークに接続されたユーザー端末側に備えられ又は前記ユーザー端末側とネット
ワークを介して接続されたサーバー側に備えられた語句提示等手段であって、
「或るユーザーの端末側から入力もしくは送信された『読み』」と、「（ａ）前記識別デ
ータ、（ｂ）前記属性データ、又は（ｃ）前記『分野、分類、もしくはカテゴリ』」と、
「前記のサーバー側に備えられた使用頻度データ記録手段に記録されている使用頻度デー
タであって、（ａ）前記識別データ、（ｂ）前記属性データ、又は（ｃ）前記『分野、分
類、もしくはカテゴリ』に対応もしくは関連する使用頻度データ」と、に基づいて、
前記のサーバー側に備えられた辞書データ記録手段から、
「前記の入力もしくは送信された『読み』」に対応する「語句もしくは文章又はその語句
もしくは文章の１つ若しくは複数の候補」を、
選択、抽出もしくは決定する又は前記ユーザーに提示する、語句提示等手段と、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
　　【請求項９】
　ユーザー端末側とネットワークを介して接続されたサーバー側に備えられた（「備えら
れた」は「接続された」状態をも含む。以下同じ）辞書データ記録手段であって、「或る
ユーザーの端末側から入力もしくは送信された『語句もしくは文章、及び／又は、その語
句もしくは文章に対応する読み』」を含む辞書データ（日本語の辞書データだけでなく、
中国語などの漢字を含む外国言語の辞書データをも含む）を、
（ａ）前記ユーザーの識別データと対応付けて、
（ｂ）前記各ユーザーに関する属性データ（各ユーザーが希望する属性データ若しくは各
ユーザー自身の属性データであって、前記各ユーザー側から入力もしくは送信された、前
記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録していた、属性データ）と関連
付けて、又は、
（ｃ）前記各ユーザー若しくはそのユーザーが入力する内容に関する『分野、分類、もし
くはカテゴリ』（前記各ユーザーによる入力作業もしくは入力内容に関する又は前記各ユ
ーザーが希望する『分野、分類、もしくはカテゴリ』であって、前記各ユーザー側から入
力もしくは送信された、前記サーバー側が取得した、又は前記サーバー側が予め記録して
いた、『分野、分類、もしくはカテゴリ』）と関連付けて、記録しておく辞書データ記録
手段であって、前記「（ａ）前記識別データ、（ｂ）前記属性データ、又は（ｃ）前記『
分野、分類、もしくはカテゴリ』」に対応して読み出し可能な辞書データ記録手段、
を備えたことを特徴とする、日本語や中国語などの漢字を含む言語による語句もしくは文
章の入力のためのシステム。
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